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選択科目   生産・物流マネジメント 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   経営工学 

専門とする事項  包装の計画・改善 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

※

 近 年 、 E C 市 場 の 拡 大 に よ り 市 場 に お け る 取 扱 商 品

の 多 様 化 が 進 ん で い る 。  

          

図 １ の A B C 分 析 に て 示 し た

通 り C グ ル ー プ に 属 す る

「 ロ ン グ テ ー ル 商 品 」 が 注

目 さ れ 、 新 た な 企 業 戦 略 と し て 拡 大 し て い る 。   

そ の た め 、 少 量 多 品 種 の 生 産 体 制 構 築 が 必 要 と な り 、

不 随 し て 構 成 部 品 点 数 が 増 加 す る 問 題 が 発 生 す る 。  

( 1 ) J I T 方 式 と M R P 方 式 に お け る 問 題 点  

 J I T 方 式 は T O C ( 制 約 理 論 ) に 基 づ く 基 本 シ ス テ ム 。

プ ル 方 式 （ 受 注 生 産 ） で あ り 、 問 題 点 と し て は 、 上 流

工 程 に お け る 「 在 庫 負 担 の 増 加 」 に あ る 。 一 方 で 、

M R P 方 式 は 、 生 産 側 か ら の プ ッ シ ュ 方 式 ( 見 込 み 生 産 )

を 基 本 と し 、 需 要 予 測 と の 乖 離 に よ る 「 不 良 在 庫 発

生 」 の リ ス ク が あ る 。  

「 必 要 な と き に 、 必 要 な も の を 、 必 要 な 量 だ け 供

給 」 で き る よ う に す る た め に は 、 「 サ プ ラ イ チ ェ ー

ン ・ マ ネ ジ メ ン ト 」 の 視 点 に 基 づ き 、 「 ① 需 要 予 測 を

高 度 化 」 し 、 「 ② 供 給 体 制 と の 適 合 」 さ せ る こ と に よ

り 、 適 正 な 在 庫 管 理 を 「 ③ ロ ー コ ス ト で マ ネ ジ メ ン

ト 」 す る 必 要 が あ る 。 上 記 ① ～ ③ の 問 題 点 を 解 決 さ せ

る こ と に よ り 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン ・ マ ネ ジ メ ン ト の 目

的 で あ る 適 正 な 在 庫 管 理 を 達 成 さ せ る こ と が で き る 。  

( 2 ) 最 も 重 要 と 考 え る 問 題 ： ロ ー コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト  

図 １ A B C 分 析 の 図  

ﾛ ﾝ ｸ ﾞ ﾃ ｰ ﾙ と な る C ｸ ﾞ ﾙ ｰ

ﾌ ﾟ が 常 備 在 庫 品 と し

て 圧 迫 す る ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ  



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

解 決 策 ① 生 産 工 程 に お け る 生 産 性 の 向 上  

多 く の 部 品 点 数 に 対 応 し う る 生 産 方 式 と し て は 「 機

能 別 生 産 」 方 式 が 適 切 で あ る が 、 自 動 化 が 難 し く 人 に

依 存 し た 生 産 体 制 構 築 が 必 須 で あ る 。 作 業 者 の エ ネ ル

ギ ー を 有 効 活 用 す る た め 「 動 作 経 済 の 原 則 」 に 基 づ く

作 業 分 析 を 高 度 化 す る こ と で 生 産 性 の 向 上 を 図 る 。  

解 決 策 ② 間 接 部 門 に お け る 生 産 性 の 向 上  

 間 接 部 門 に お け る 人 件 費 に つ い て 、 「 A B C （ 活 動 基

準 原 価 計 算 ） 」 に 基 づ く 事 務 作 業 の コ ス ト 定 量 化 や 、

「 E C R S の 法 則 」 に 基 づ き 、 現 状 の 業 務 フ ロ ー の 再 検

証 を 行 な い 、 不 要 な 作 業 を 排 除 す る こ と を 目 指 し 効 率

化 を 図 る 。 本 業 務 に は 、 現 状 の 業 務 に 対 し て の 疑 問 を

持 ち 、 改 善 を 継 続 す る と い う 意 識 改 革 も 重 要 で あ る 。  

( 3 ) 解 決 策 に お け る リ ス ク と 対 策  

① 解 決 策 に お け る リ ス ク ： 人 手 不 足 問 題  

 少 子 高 齢 化 に 伴 う 労 働 人 口 の 減 少 に よ り 、 日 本 国 内

の 産 業 全 体 に て 慢 性 的 な 人 手 不 足 が 発 生 し て い る 。 具

体 例 と し て 「 物 流 問 題 」 を 例 に 挙 げ る 。 日 本 国 内 貨 物

総 輸 送 量 ４ ７ 億 ト ン （ 2 0 1 5 年 度 ） 、 ト ラ ッ ク の 輸 送

分 担 率 は ﾄ ﾝ 数 ベ ー ス で 約 9 0 % を 占 め る 。 労 働 人 口 の 割

合 と し て 、 道 路 貨 物 運 送 業 ( ﾄ ﾗ ｯ ｸ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｰ ) は 4 0 ～ 5 0 代

の 中 年 層 の 占 有 率 が 高 い 。 女 性 の 進 出 も 遅 れ て お り 、

全 産 業 の 就 業 者 の 女 性 比 率 4 3 % に 対 し 、 ﾄ ﾗ ｯ ｸ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｰ

比 率 は 約 2 % で あ り 著 し く 低 い 。  

② 解 決 策 ： 荷 役 の 機 械 化  



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 「 手 荷 役 」 か ら 「 機 械 荷 役 」 へ の 転 換 を 図 る こ と に

よ り 、 荷 役 時 間 の 短 縮 や 荷 役 作 業 の 負 担 軽 減 に 繋 が

り 、  

「 労 働 環 境 の 是 正 」 と 「 生 産 性 の 向 上 」 に 寄 与 す る 。  

物 流 シ ス テ ム は 「 モ ノ 」 の 流 れ を 司 る 部 分 で あ り 、 か

つ 人 材 不 足 の 影 響 を 受 け や す い 。 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全

体 で の 最 適 化 の た め 、 「 包 装 の モ ジ ュ ー ル 化 」 、 「 ユ

ニ ッ ト ロ ー ド 対 応 」 に よ り 「 機 械 荷 役 へ の 転 換 」 を 推

進 し 、 労 働 者 の 身 体 及 び 性 別 に よ る 格 差 も 解 消 す る 。  

( 4 ) 前 項 の 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

 本 業 務 遂 行 に あ た り 、 技 術 者 と し て 必 要 な 要 件 と し

て 、 ① 「 産 業 」 、 ② 「 環 境 」 、 ③ 「 雇 用 」 の 3 点 を キ

ー ワ ー ド と し て 「 持 続 的 」 な 体 制 を 構 築 す る 役 割 を 担

っ て い る と 考 え る 。  

そ の 理 由 と し て 、 S D G ｓ ゴ ー ル       産 業  

８ 「 働 き が い も 経 済 成 長 も 」 に  

示 さ れ て い る 通 り 、 経 済 成 長 と     環 境  雇 用  

環 境 破 壊 の 関 連 性 は 深 い 。 特 に  ※ ﾍ ﾞ ﾝ 図 ⇒ 3 点 の  

技 術 革 新 の 遅 れ て い る 新 興 国 に  同 時 解 決 を 目 指 す  

お い て は 、 現 状 人 手 不 足 の 問 題   

を 抱 え て い な い 。 日 本 の 高 度 成 図 2 ） S D G s の 概 念 図  

長 期 に お け る 環 境 破 壊 問 題 を 繰 り 返 す こ と の 無 き 様 、

「 経 済 成 長 と 環 境 破 壊 の 分 断 」 を 実 現 さ せ る こ と が 責

務 で あ る 。 持 続 的 な 発 展 に 向 け 、 上 記 ① ～ ③ の 同 時 解

決 が 不 可 欠 で あ る と 私 は 考 え る 。       以 上  



問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～15-1 生産・物流マネジメント～ 



















選択科目   物流・生産マネジメント 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   経営工学 

専門とする事項  包装の計画・改善 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 )  通 販 商 品 の 庫 内 物 流 業 務 に お け る 課 題  

 昨 今 の E C 産 業 拡 大 に よ り 通 販  図 1 ) A B C 分 析  

商 品 の 庫 内 物 流 業 務 は 図 1 の A B  

C 分 析 に 示 し た 通 り 、 C グ ル ー プ  C ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ 分 類 と し  

に 属 す る 「 ロ ン グ テ ー ル 商 品 」  ロ ン グ テ ー ル 商 品  

の 取 り 扱 い を 前 提 と し た 多 品 目  を 示 し た 図  

商 品 へ の 対 応 を 前 提 と し て い る 。  

課 題 と し て 下 記 の 3 点 を 挙 げ る 。  

課 題 ① ： ピ ッ キ ン グ の 効 率 化  

 通 販 業 界 で は 、 小 口 か つ 複 数 の 注 文 を 一 括 し て 処 理

す る 必 要 が あ り 、 ピ ッ キ ン グ 方 式 と し て は 「 ト ー タ ル

ピ ッ キ ン グ 」 が 用 い ら れ る 。 ピ ッ キ ン グ 業 務 は 複 数 の

異 な る 業 務 の 統 合 に よ り 機 能 す る た め 、 独 立 し た 各 々

の 作 業 単 体 で の 部 分 最 適 に 陥 り や す い 。 「 P E R T / C P M 」

を 適 用 し 「 ク リ テ ィ カ ル パ ス 」 と な る 作 業 の 抽 出 に よ

り 現 状 の 課 題 に つ い て 分 析 す る 。  

課 題 ② ： 入 出 庫 作 業 の 効 率 化  

多 品 目 製 品 の 倉 庫 保 管 に お い て は 「 フ リ ー ロ ケ ー シ

ョ ン 」 に よ る 管 理 を 行 う こ と で 保 管 場 所 の 効 率 性 を 高

め る 必 要 が あ る 。 入 出 庫 作 業 の 効 率 性 に は 商 品 検 索 に

要 す る 時 間 短 縮 が ポ イ ン ト と な る 。 移 動 経 路 長 の 最 短

化 を 行 う 「 遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム 」 に よ り 、 入 出 庫 の 作

業 手 順 に 関 す る 現 状 分 析 を 行 い 、 課 題 点 を 抽 出 す る 。  

課 題 ③ ： 物 流 情 報 管 理 の 高 度 化  

 倉 庫 業 務 に お い て は 、 需 要 （ 顧 客 ） か ら の 注 文 に 対
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

し 、 短 納 期 で 供 給 ( 配 送 ) を 行 う こ と に よ り サ ー ビ ス レ

ベ ル の 向 上 を 図 る 必 要 が あ る 。 倉 庫 管 理 シ ス テ ム

（ W M S ） 、 ビ ッ グ デ ー タ （ B D ） 、 ト ラ ッ ク 位 置 情 報 シ

ス テ ム 等 、 情 報 イ ン フ ラ に つ い て の 現 状 を 分 析 す る 。  

 

( 2 )  最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

課 題 ： 入 出 庫 作 業 の 高 度 化  

解 決 策 ① ： ク ロ ス ド ッ キ ン グ 対 応  

物 流 倉 庫 に お い て は 、 物 流 の ６ 大 機 能 ( 輸 送 ・ 保 管 ・

荷 役 ・ 包 装 ・ 流 通 加 工 ・ 物 流 情 報 管 理 ) の う ち 、 「 保

管 」 を 担 っ て い る 。 保 管 業 務 に 関 し 、 「 E C R S の 原

則 」 に 基 づ き 「 保 管 」 と い う 業 務 自 体 の 根 本 的 な 見 直

し を 検 討 す る 。  

極 端 な 事 例 で あ る が 、 入 庫 商 品 を 即 時 、 仕 向 け 地 へ の

出 荷 対 応 、 即 ち 「 ク ロ ス ド ッ キ ン グ 」 対 応 を 行 う こ と

が で き れ ば 「 保 管 」 を 「 E ( 排 除 ) 」 す る こ と を 可 能 と

す る 。  

解 決 策 ② ： 情 報 の 高 度 化  

物 流 セ ン タ ー に お け る 手 待 ち 時 間 の 発 生 は 、 ト ラ ッ ク

バ ー ス に お け る ト ラ ッ ク 滞 留 時 間 延 長 等 、 運 用 上 の 不

具 合 を 誘 発 し コ ス ト 面 で も 悪 影 響 を 与 え る 。  

商 品 の 需 給 に 関 す る ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 の 徹 底 に 加 え 、

G P S  に よ る ト ラ ッ ク 位 置 情 報 管 理 、 気 象 情 報 や 道 路 交

通 情 報 等 の 集 中 管 理 等 、 物 流 管 理 情 報 全 般 の 一 元 管 理

に よ り 高 度 化 を 図 る こ と に よ る 効 率 化 を 図 る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

( 3 )  解 決 策 に お け る リ ス ク と 対 策  

1  解 決 策 に お け る リ ス ク ： 人 手 不 足 の 問 題  

倉 庫 業 務 に お け る 「 保 管 機 能 」 の 本 質 は 「 需 給 調

整 機 能 」 に あ る 。 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で の 需 要 動

向 と 供 給 体 制 の 適 合 の た め 、 倉 庫 に お け る 在 庫 は バ

ッ フ ァ ー と し て 機 能 す る が 、 過 剰 な 在 庫 は キ ャ ッ シ

ュ フ ロ ー を 悪 化 さ せ 、 コ ス ト 構 造 を 悪 化 さ せ る 。 倉

庫 へ の ア ク セ ス に は 「 輸 配 送 ( 物 流 ) 」 の 機 能 が 不 可

欠 で あ る が 、 現 在 、 物 流 業 界 に お け る ト ラ ッ ク ド ラ

イ バ ー の 担 い 手 不 足 が 社 会 問 題 と な っ て い る 。 通 販

業 の 生 命 線 で あ る 輸 配 送 の 改 善 を 行 う こ と で 、 過 酷

な 労 働 環 境 の 是 正 を 図 り 、 人 材 不 足 の 解 消 を 図 る 。  

2  対 策 ： 荷 役 の 機 械 化  

輸 配 送 の 接 続 拠 点 で あ る 倉 庫 業 務 に お け る 荷 役 の

効 率 化 は 、 即 、 物 流 ネ ッ ト ワ ー ク の 効 率 化 に 寄 与 す

る 。 機 械 荷 役 へ の 対 応 の た

め 、 T 1 1 型 パ レ ッ ト 等 へ の パ レ

ッ ト 輸 送 に よ る 「 ユ ニ ッ ト ロ

ー ド 対 応 」 に 向 け 、 包 装 仕 様

の 「 モ ジ ュ ー ル 化 」 を 推 進 す

る 。 そ の 他 、 庫 内 業 務 に お け

る 「 モ ノ 」 の 運 搬 に つ い て

「 運 搬 活 性 指 数 」 を 基 に 分 析

を 行 う 。 庫 内 業 務 の 作 業 の 効

率 化 に よ り 、 作 業 者 の 労 働 負 荷 の 軽 減 を 図 る 。 以 上   

図 ） 運 搬 活 性 指 数 の 図  
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